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No.782　

平成２８年
（2016年）

1

ポイすては　町も心も　よごしてる「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語

平成27年（2015年）12月１日現在
前月比

人口 …… 86,091人 （＋89人）
男  …… 44,739人 （＋51人）
女  …… 41,352人 （＋38人）
世帯 …… 37,983世帯 （＋75世帯） 4市政の執行状況 ……………………………

市の人口と世帯数 今月の主な内容

2所得税・復興特別所得税の
還付申告会などのお知らせ ………………

………… 112月各種無料相談／840伝言板

…… 12ふるさと納税（寄附金）にお礼の品を
贈呈／いきいきやしお写真館

3第5次八潮市総合計画を策定②／
八潮南部東地区宅地（保留地）を販売 …

おしらせHOTコーナー
案内・催し・募集（臨時教職員等・臨時
保育士等）／マイナンバーQ&Aなど

5 ～９…　　

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
八
潮
駅
南
口
に
、
新
し
い
八
潮

の
顔
と
な
る
「
や
し
お
駅
前
公
園
」
と
、「
中

川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
の
下
流
に
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
え
る
場
と
な

る
「
中
川
や
し
お
水
辺
の
楽
校
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
ど
ち
ら
も
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
し
た

「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
八
潮
市
に
住
む
こ
と
、
住
み
続
け

る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
「
住
み
や
す
さ
ナ

ン
バ
ー
１
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
し

て
い
く
た
め
、
公
共
施
設
の
効
果
的
か
つ
計

画
的
な
維
持
管
理
や
整
備
を
目
指
し
た
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
中
に
は
、「
八
潮
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を

維
持
す
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
共
生
・
協
働
の
理
念
の
も
と
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
９
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
の
要
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

引
き
続
き
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政
発
展

の
た
め
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
み
ら
れ
、
雇
用
・
所
得
環
境
も
改

善
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る
財
政
状

況
は
、
歳
入
の
増
加
が
望
め
な
い
中
、
歳
出

た
る
財
政
需
要
は
増
大
す
る
と
い
う
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
っ

て
も
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
整

備
で
あ
る
公
共
下
水
道
事
業
や
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
、
さ
ら
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
市
議
会
も
「
市
民
の
皆
様
が
本
市

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
言
え
る
活
力
あ
る

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼

と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

八潮駅南口にオープンした「やしお駅前公園」

八
潮
市
議
会
議
長

八　

潮　

市　

長

大　
山　　
　
忍

小　
倉　
順　
子
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腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

対
象
と
な
る
方

　

次
の
方
の
う
ち
、
源
泉
徴
収
票

を
お
持
ち
で
、
所
得
税
等
が
還
付

に
な
る
方

①
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
方

②
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
等
の

受
給
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

方③
公
的
年
金
等
の
受
給
者

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
400

万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
等
の
確
定
申

告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
所
得
税
等
の
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
医

療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な

ど
が
あ
る
方
は
、
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。申

告
に
必
要
な
も
の

・
平
成
27
年
分
の
給
与
所
得
ま
た

は
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

・
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
で

金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

・
印
鑑
、
電
卓
、
筆
記
用
具

※
こ
の
他
、
申
告
の
内
容
に
応
じ

て
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
場
合
お
よ
び
公
的
年
金

等
の
申
告
を
す
る
場
合

・
社
会
保
険
料
（
健
康
保
険
料
な

ど
）、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
な
ど
の
支
払
証
明
書
《
加
入
先

保
険
会
社
な
ど
で
発
行
》

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

・
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
（
原
本
）

※
領
収
書
（
原
本
）
は
医
療
機
関

ご
と
に
集
計
し
、
必
ず
合
計
金
額

を
計
算
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
支
払
っ
た
医
療
費
に
対
し
て
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
給
付
を

受
け
た
出
産
育
児
一
時
金
や
生
命

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
が
分
か
る
書
類

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載

漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
分
〜
平
成
49
年
分
の

各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と

併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
記
載
漏
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額
に
2.1
パ
ー

セ
ン
ト
の
税
率
を
か
け
て
計
算
し

た
額
で
す
。

給
与
支
払
者（
会
社
な
ど
）

の
皆
さ
ん
へ

　

給
与
を
支
払
う
事
業
所
（
会
社

な
ど
）
で
所
得
税
等
の
源
泉
徴
収

義
務
が
あ
る
場
合
は
、
給
与
の
受

給
者
が
１
月
１
日
現
在
で
お
住
ま

い
の
市
区
町
村
に
、
前
年
中
の
給

与
支
払
額
な
ど
の
必
要
事
項
を
記

載
し
た
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
給
与
を
受
給
し
た
方
の
「
給

与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細

書
）」
を
２
部
作
成
し
、
総
括
表

と
と
も
に
、
２
月
１
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
中
に
退
職
し
た
場

合
で
も
、
給
与
支
払
額
が
30
万
円

を
超
え
る
場
合
は
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
給
与
支
払
報
告
書
は
従
業
員
の

方
に
手
渡
さ
ず
、
事
業
所
（
会
社

な
ど
）
か
ら
市
区
町
村
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

を
徹
底
し
て
い
ま
す
！

　

県
と
県
内
市
町
村
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
給
与
支
払
者
の
特
別
徴

収
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
全
国
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
近
隣
都
県
で
も
実
施
、
ま

た
は
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
引
き
続
き

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
き
に
よ
る
納
付
）
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
等
の
還
付
申
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
身
で

確
定
申
告
書
の
作
成
を
行
い
、
そ
の
場
で
提
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。物

市
民
税
課
☎
奮
２
０
６

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
のの

還
付
申
告
会

還
付
申
告
会
な
ど
の
お

な
ど
の
お
知知
ら
せ
ら
せ

確定申告に関するお問い合わせは、

越谷税務署
☎965-8111（音声案内）へ
確定申告に関する情報や申告書作成コーナ
ーの情報は国税庁のホームページ（http://
www.nta.go.jp）でご覧いただけます。

市民税・県民税市民税・県民税
申告の受付案内申告の受付案内

受　付　日 場　所 受　付　時　間 留　意　事　項
2月16日㈫ 大曽根中公民館

・午前9時30分～11時
・午後1時30分～3時30分

・申告内容によっては、税務署主催の申告会場を案内す
る場合があります。

・申告会場施設へのお問い合わせはご遠慮ください。
・2月28日(日)の午前9時から11時までは、日曜申告を行
います。

2月17日㈬ 八條公民館
2月18日㈭ ゆまにて
2月19日㈮ 資料館
2月22日㈪ 古新田公民館
2月23日㈫～
3月15日㈫
※土・日曜日を除く

八潮メセナ
1階展示室
※開館は午前9時からです。

・午前9時～11時
・午後1時～4時

　市民税・県民税の申告受付日程は、
次のとおりです。
　詳しくは、広報やしお2月号でお
知らせします。

還付申告受付日程

受　付　日 受　付　対　象　者 受　付　時　間 留　意　事　項

2月2日㈫～4日㈭

・公的年金等の受給者で医療費控除を受ける方
・公的年金等と給与所得のある方
・給与所得者で医療費控除を受ける方
・退職などで年末調整が済んでいない方

・午前9時30分
　～10時30分
・午後1時～3時
※八潮メセナの開館は、
　午前9時からです。

・寄附金控除や住宅借入金等特別控除（平成27年入居分）などの受付は行っ
ていません。

・午前中は混雑が予想され、混雑の状況によっては午前の受付でも午後にな
ることがあります。

・混雑の状況によっては、受付終了時間を早める場合があります。
・初日は大変混雑しますので分散にご協力ください。
・八潮メセナへのお問い合わせはご遠慮ください。

■八潮メセナ会場（ 2階集会室）

■越谷税務署およびイオンレイクタウン会場
受　付　日 場　所 受　付　対　象　者 受　付　時　間 留　意　事　項

2月15日㈪まで
※土・日曜日、祝日を除く 越谷税務署

所得税等の還付申告全般
（平成27年入居で住宅借入金等
特別控除を受ける方を含む）

午前9時～午後5時
※申告書作成に時間を要します
ので午前8時30分から午後4時
までにお越しください。

・2月16日㈫～3月15日㈫の間は、越谷税務署庁舎では、
確定申告の相談は行っていません。

・混雑の状況によっては、受付終了時間を早める場合が
あります。

2月16日㈫～3月15日㈫
※土・日曜日を除く イオンレイクタウン

（kaze“かぜ”）3階
「イオンホール」

午前9時～午後4時
日曜申告
2月21日㈰・28日㈰

受　付　日 場　所 受　付　対　象　者 受　付　時　間 留　意　事　項
2月1日㈪～15日㈪
※原則、土・日曜日、祝日を除く 税理士事務所 ・公的年金等を受給している方

・給与所得者で医療費控除を受
ける方

・退職などで年末調整が済んで
いない方

・午前9時30分～正午
・午後1時～4時

・費用は無料ですが、相談内容によっては有料になるこ
とがあります。

・土・日曜日、祝日の受付は原則行っていませんが、希
望する場合はご相談ください。

・完全予約制ですので、事前予約のない方は、利用でき
ません。

2月5日㈮ 八潮メセナ
（2階集会室） 午前9時30分～11時30分

2月8日㈪ 越谷市中央市民会館
（5階） 午後1時～4時

■税理士事務所など（税理士会主催：完全予約制）
 最寄りの税理士事務所または関東信越税理士会越谷支部（☎962－6131）に連絡して、日時などを事前に確認のうえ、お出かけください。



八潮市役所　☎048-996-2111

No.782広報 平成28年（2016年）1月10日（3）

第
5
次八潮市総合計画八潮市総合計画八潮市総合計画八潮市総合計画をを策策定定②②

　広報やしお12月号に続き、計画の概要をお知らせします。
　今回は、基本計画の6分野のうち教育文化・コミュニティと健康福祉・子育てにおける分野別将来目標と、その将
来目標を実現するための各施策についてお知らせします。

物企画経営課☎奮４７６

木曽根南川崎線

草加三郷線

草加三郷線

潮止小学校 ゆ
ま
に
て

近隣公園
（予定）

近隣公園
（予定）　

中学校
（予定）

垳三
郷線

垳三
郷線

木
曽
根
伊
勢
野
線

木
曽
根
伊
勢
野
線

つくばエクスプレス
（秋葉原方面）

←東
京方
面

三
郷
方
面
→

八
潮
南
北
線

八潮駅から
目安の距離
１,５００m

八潮駅から
目安の距離
１,０００m

八潮駅から
目安の距離

１,０００m

八潮駅から
目安の距離

５００m

八潮駅から
目安の距離

５００m

八潮駅から
目安の距離

１,５００m

八潮駅方面

つくばエクスプレス
（つくば方面） 

N

都市
高速
道路
三郷
線（
首都
高速
６号
三郷
線）

八潮南
高等学校

２７－9 ２７－10 ２７－11

２７－13

２７－12

２７－14

２７－15

整理番号 面積（㎡） 価額（円）
27－ 9 165 22,110,000
27－10 165 22,110,000
27－11 237 32,943,000
27－12 165 23,265,000
27－13 165 22,770,000
27－14 228 24,852,000
27－15 165 23,265,000

【
販
売
区
画
】　

７
区
画
（
八
潮
南

部
東
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
）

【
販
売
面
積
・
価
額
】　

別
表
の「
宅

地
販
売
箇
所
一
覧
表
」
の
と
お
り

で
す
。

【
販
売
方
法
】　

随
時
販
売
（
申
込

順
）

覆
個
人
お
よ
び
法
人

仏
Ｔ
Ｘ
八
潮
駅
東
地
区
宅
地
販
売

セ
ン
タ
ー
（
錆
０
１
２
０
―
17
―

８
４
０
４
、
木
曽
根
１
１
９
３
―

１
）
へ

※
販
売
案
内
資
料
、
詳
細
な
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｘ
八
潮
駅

東
地
区
宅
地
販
売
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
12
月
24
日
現
在
の
情
報
で
あ
り
、

販
売
済
み
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
新
の
情
報
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八
潮
南
部
東
地
区

八
潮
南
部
東
地
区

宅
地（
保
留
地
）を
販
売

宅
地（
保
留
地
）を
販
売

　

今
回
販
売
す
る
宅
地
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
八
潮
駅
ま
で
徒
歩
約
10
〜
15
分
で
す
。

　

ま
た
、
首
都
高
速
６
号
三
郷
線
の
八
潮
ラ
ン
プ
ま
で
、
車
で
約
５
分
と
交
通
ア
ク
セ
ス
も

良
好
な
地
域
で
す
。

物
市
街
地
整
備
課
☎
奮
４
６
０

別表　宅地販売箇所一覧表

　10年後の八潮市では、生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担
う子ども一人ひとりが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれ
の個性や可能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行
うことができ、生きがいをもって暮らしています。
　多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加して
います。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と地域とのつ
ながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

①生涯にわたり楽しく学べる環境づくり（生涯学習）
②次代を担う人づくり（幼児教育・学校教育）
③心豊かな青少年を育む環境づくり（青少年育成）
④社会の要請に応えた教育の環境づくり（社会教育）
⑤人権を尊重する社会づくり（人権教育）
⑥平和な社会づくり（平和）
⑦個性あふれる豊かな市民文化づくり（市
民文化）

⑧ふれあいと連帯感にみちた地域社会づく
り（コミュニティ）

⑨男女がともに育む社会づくり（男女共同
参画社会）

【施策】

教育文化・コミュニティ教育文化・コミュニティ
～学びとつながりを大切にするまち～～学びとつながりを大切にするまち～第1章 第2章

　10年後の八潮市では、市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、
健やかに暮らしています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介
護が必要になっても適切に介護サービスを受けることができます。
　また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え合い
の中でいきいきと暮らしています。
　ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組みや、地
域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を感じて暮らせ
るまちとなっています。

健康福祉・子育て健康福祉・子育て
～誰もがいきいきと暮らせるまち～～誰もがいきいきと暮らせるまち～

①ともに支え合う、心豊かな健康づくり（健康・保健）
②いのちを守る医療体制づくり（医療）
③誰もが安心して生活できる社会づくり（医療保険・国民年金）
④スポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくり（スポーツ・レクリ
エーション）
⑤互いに支え合い誰もが安心して暮らせ
る社会づくり（地域福祉・生活福祉）
⑥安心して暮らせ活躍できる長寿社会づ
くり（高齢者福祉・介護）
⑦障がい者の安心を支える社会づくり
（障がい者（児）福祉）
⑧全ての子どもの幸せづくり（児童福祉
・ひとり親家庭福祉）

【施策】

八潮南部東地区宅地販売箇所図

【将来目標】 【将来目標】
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市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

　

平
成
27
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
前
定
例
会
以
降
の
市
政
執

行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
市
基
本
構
想
の
６
本
の
柱
に
分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
かいてき

新
時
代
を
支
え
る

都
市
の
形
成

▼
９
月
30
日
か
ら
11
月
11
日
ま
で

の
間
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
管
き
ょ
築
造
工
事

を
12
件
、
実
施
設
計
な
ど
の
業
務

委
託
を
２
件
発
注
。

▼
10
月
25
日
、
や
し
お
市
民
ま
つ

り
で
、
保
留
地
の
販
売
Ｐ
Ｒ
を
実

施
。

▼
10
月
27
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で

の
間
、
快
適
で
住
み
よ
い
市
街
地

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
工
事

な
ど
を
７
件
発
注
。

▼
10
月
27
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で

の
間
、
水
路
環
境
の
改
善
お
よ
び

効
果
的
な
内
水
排
除
を
図
る
た
め
、

業
務
委
託
を
１
件
、
工
事
を
３
件

発
注
。

▼
11
月
11
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、

市
民
生
活
に
お
け
る
道
路
・
橋
り

ょ
う
環
境
の
向
上
の
た
め
、
業
務

委
託
を
１
件
、
工
事
を
２
件
発
注
。

▼
11
月
15
日
お
よ
び
19
日
、
八
潮

メ
セ
ナ
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
北
部
拠
点
ま
ち
づ
く

り
推
進
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

素
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
。

▼
11
月
19
日
か
ら
、
東
京
直
結
鉄

道
（
地
下
鉄
８
号
線
）
の
建
設
・

誘
致
実
現
に
向
け
た
署
名
活
動
を

八
潮
市
商
工
会
と
と
も
に
実
施
。

▼
11
月
24
日
、
本
市
を
含
む
関
係

11
自
治
体
で
構
成
す
る
「
地
下
鉄

８
号
線
建
設
促
進
並
び
に
誘
致
期

成
同
盟
会
」
に
お
い
て
、
千
葉
県

知
事
に
要
望
活
動
を
実
施
。

▼
平
成
27
年
10
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
570
万
６
０
８
９
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
、
４
万
９
４
５
７
立
方
メ
ー

ト
ル
の
減
少
。

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
10
億

８
３
５
６
万
円
と
な
り
、
前
年
同

期
と
比
較
し
て
消
費
税
抜
き
で
１

５
５
３
万
円
の
減
少
。

▼
10
月
13
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で

の
間
、
配
水
管
布
設
替
え
お
よ
び

新
設
工
事
を
８
件
、
10
月
13
日
に

配
水
管
工
事
に
伴
う
舗
装
復
旧
工

事
を
１
件
、
10
月
13
日
か
ら
11
月

11
日
ま
で
の
間
、
設
計
業
務
お
よ

び
施
工
監
理
業
務
な
ど
を
３
件
発

注
。

▼
10
月
23
日
、
中
央
浄
水
場
配
水

施
設
更
新
に
関
す
る
工
事
を
２
件
、

11
月
24
日
に
業
務
委
託
を
１
件
発

注
。2

やすらぎ
心
や
す
ら
ぐ
安
全
な

生
活
環
境
の
形
成

▼
９
月
19
日
、
松
原
団
地
西
口
公

園
で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

出
発
式
を
開
催
し
、
９
月
21
日
か

ら
30
日
ま
で
の
間
、
八
潮
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
と
と
も
に
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
啓
発
。

▼
９
月
26
日
、
草
加
ア
コ
ス
ホ
ー

ル
で
、
草
加
市
・
八
潮
市
交
通
安

全
大
会
を
開
催
。

▼
10
月
４
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
、
第
26
回
八
潮
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
を
開
催
。

第26回八潮リサイクルフェア

▼
10
月
14
日
、「
綾
瀬
川
の
渇
水

期
に
お
け
る
水
質
・
生
物
調
査
」

を
実
施
。

▼
10
月
17
日
、
草
加
市
中
央
公
民

館
で
、
草
加
八
潮
地
区
地
域
安
全

大
会
を
開
催
。

▼
10
月
27
日
、
利
用
者
に
親
し
ま

れ
、
安
全
で
安
心
な
公
園
を
提
供

す
る
た
め
、
公
園
改
修
工
事
を
１

件
発
注
。

▼
11
月
７
日
、
草
加
市
文
化
会
館

で
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
。

▼
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
火
災
件

数
は
２
件
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
10
件
の
減
少
。

▼
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
救
急
出

場
件
数
は
１
３
３
１
件
で
、
前
年

同
期
と
比
較
し
て
71
件
の
増
加
。

▼
10
月
１
日
、
草
加
八
潮
消
防
組

合
を
設
立
。

▼
10
月
７
日
、
119
番
通
報
の
切
り

替
え
工
事
が
完
了
。
本
市
と
草
加

市
の
指
令
業
務
が
草
加
八
潮
消
防

組
合
の
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
集
約
さ

れ
、
指
令
装
置
な
ど
の
共
同
使
用

を
開
始
。

▼
11
月
１
日
、
八
條
小
学
校
で
、

｢

消
防
団
特
別
点
検｣

お
よ
び
消

防
功
労
者
な
ど
の
表
彰
を
実
施
。

3
ふれあい

明
る
く
生
き
が
い
に

み
ち
た
社
会
の
形
成

▼
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
１
７

６
８
人
に
長
寿
祝
金
を
交
付
。
ま

た
、
100
歳
を
迎
え
た
７
人
の
方
に
、

長
寿
証
な
ど
を
贈
呈
。

▼
10
月
１
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で

の
間
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

高
齢
者
向
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
。

▼
10
月
10
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、「
生
活
習
慣
病
予
防
講
座
」

を
開
催
。

▼
10
月
14
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

介
護
予
防
講
演
会
「
認
知
症
予
防

虎
の
巻
講
座
」
を
開
催
。

▼
10
月
24
日
お
よ
び
25
日
、「
第

24
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り
」
を
開

催
。
24
日
に
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
、「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
」
を
開
催
。

第24回やしお市民まつり

▼
10
月
25
日
、
や
し
お
市
民
ま
つ

り
で
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を

実
施
。

▼
11
月
15
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
17
回
八
潮
市
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
」
を
開
催
。

4
ちから
活
気
あ
ふ
れ
る

産
業
の
形
成

▼
９
月
27
日
、
第
３
回
や
し
お
コ

ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
で
、
悪
質
商
法
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
啓
発
活

動
を
実
施
。
ま
た
、
10
月
８
日
か

ら
27
日
ま
で
の
間
、
４
町
会
に
お

い
て
啓
発
活
動
を
実
施
。

▼
11
月
21
日
、「
世
界
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
さ
み
っ
と
ｉｎ
羽
生
」
に
参
加

し
、「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
」

と
と
も
に
、
本
市
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ

し
、
市
の
特
産
品
・
推
奨
品
を
販

売
。5

はぐくみ
明
日
の
八
潮
を
担
う

人
づ
く
り
環
境
の
形
成

▼
９
月
25
日
、
八
潮
こ
ど
も
夢
大

学
Ⅱ
期
の
開
校
式
を
実
施
。
ま
た
、

10
月
３
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で
の

間
、
昭
和
大
学
、
聖
徳
大
学
、
淑

徳
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
で
、
授

業
体
験
な
ど
を
実
施
。

八潮こども夢大学（Ⅱ期）開校式

▼
９
月
26
日
お
よ
び
27
日
、
や
し

お
生
涯
楽
習
館
で
、「
第
３
回
や

し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。

▼
９
月
26
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
で
、「
布
ぞ
う
り

づ
く
り
」「
八
潮
の
ま
つ
り
・
芸

能
を
探
る
」
な
ど
、
昔
の
生
活
文

化
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
紹
介
す
る

講
座
を
６
回
開
催
。

▼
10
月
８
日
に
八
幡
小
学
校
、
15

日
に
大
曽
根
小
学
校
で
、
埼
玉
県

平
和
資
料
館
職
員
に
よ
る
ピ
ー
ス

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
。

▼
10
月
12
日
、
八
潮
中
学
校
で
、

「
第
40
回
八
潮
市
民
体
育
祭
」
を

開
催
し
、
８
町
会
・
自
治
会
並
び

に
一
般
参
加
の
市
民
が
参
加
。

▼
10
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で
の
間
、

市
内
小
学
校
で
、
平
成
28
年
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
予
定
の
児

童
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
実
施
。

▼
10
月
21
日
、
八
潮
中
学
校
プ
ー

ル
階
段
防
水
改
修
工
事
を
発
注
。

▼
10
月
25
日
、
や
し
お
市
民
ま
つ

り
で
、
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

に
よ
る
啓
発
活
動
を
実
施
。

▼
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
１
日
、

八
潮
メ
セ
ナ
で
、「
第
41
回
八
潮

市
民
文
化
祭
」
を
開
催
。

▼
11
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
、

資
料
館
で
、
市
内
の
水
害
の
歴
史

と
、
先
人
た
ち
の
浸
水
被
害
対
策

の
「
水
塚
」
に
つ
い
て
の
文
化
財

展
、「
埼
葛
・
北
埼
玉
の
水
塚
」

を
開
催
。

▼
11
月
７
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。

▼
11
月
12
日
、
大
原
中
学
校
で
、

大
原
中
学
校
、
大
曽
根
小
学
校
、

大
原
小
学
校
の
３
校
に
よ
る
小
中

一
貫
教
育
に
関
す
る
合
同
研
究
発

表
会
を
開
催
。

▼
11
月
14
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

市
内
小
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校

の
児
童
生
徒
に
よ
る
青
少
年
の
主

張
大
会
を
開
催
。

▼
11
月
28
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

や
し
お
市
民
大
学
学
生
企
画
公
開

講
座「
塙
保
己
一
の
生
涯
と
業
績
」

を
開
催
。

6
すいしん

市
民
に
開
か
れ
た

計
画
的
な

行
政
推
進
体
制
の
形
成

▼
10
月
25
日
、
や
し
お
市
民
ま
つ

り
で
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

の
周
知
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
実

施
。

▼
11
月
４
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
説
明
会
を
開
催
。

▼
八
潮
高
校
お
よ
び
八
潮
南
高
校

の
生
徒
が
編
集
し
た
記
事
を
広
報

や
し
お
11
月
号
に
掲
載
し
、
11
月

10
日
、
八
潮
駅
周
辺
で
、
同
校
生

徒
に
よ
る
広
報
紙
の
配
布
を
実
施
。

高校生による広報紙の配布

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
の
傍
聴

腹
２
月
４
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

複
保
健
セ
ン
タ
ー

淵
平
成
27
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

指
定
介
護
予
防
支
援
一
部
委
託
届
出
状
況

に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
地
域
支
援
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
995
・
３
３
８
１

駅
伝
当
日
の
市
民
課
日
曜
窓
口

　

１
月
24
日
㈰
は
通
常
ど
お
り
、
日
曜
窓

口
業
務
（
証
明
発
行
の
み
）
を
行
い
ま
す
。

車
な
ど
で
お
越
し
の
際
は
、
東
側
通
用
口

（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
側
）
か
ら
お
入
り
く

だ
さ
い
。

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

総
合
相
談
の
開
催

腹
１
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み
電
話
予

約
制
＝
１
月
20
日
㈬　

午
前
９
時
〜

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
弁
護
士
・
税
理
士
・
行
政
相
談
委
員
・

宅
地
建
物
取
引
士
・
行
政
書
士
・
司
法
書

士
が
相
談
内
容
別
に
対
応

沸
無
料

　

役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「
分
か

ら
な
い
」「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」「
処

理
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
苦
情
や
要
望
、
相
談
を
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
受
け
付

け
ま
す
。

腹
毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
※
１
月
は
総
合
相
談
と
同
時
開

催

複
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
委
員　

篠し
の

宮み
や

有ゆ

美み

さ
ん
、
木き

方ほ
う

不ふ

二じ

夫お

さ
ん

物
広
聴
広
報
課
☎
焚
３
７
３

手
続
き
の
際
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　

１
月
か
ら
、
税
・
社
会
保
障
・
災
害
分

野
の
手
続
き
の
際
に
、
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
・
届
出
書
な
ど
に

「
個
人
番
号
欄
」
が
あ
る
場
合
は
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
通
知
カ
ー
ド

と
本
人
確
認
書
類
、
ま
た
は
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
各
申
請

・
届
け
出
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
３
１
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度

　
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
ま
た

は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職
金
共
済
制

度
」
に
加
入
し
た
事
業
者
に
対
し
、
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

覆
市
内
の
事
業
者
で
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方
▼
市
内
で
事
業
を
１
年
以
上

継
続
し
て
お
り
、
補
助
金
申
請
時
も
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
▼
従
業
員
が
50
人
以

下
で
あ
る
こ
と
▼
補
助
金
交
付
申
請
時
に

納
期
が
き
た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助
期
間　

新
規
加
入
契
約
月
か
ら
24
カ

月
間

補
助
対
象
経
費　

平
成
27
年
１
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
12
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
補

助
期
間
内
の
も
の

補
助
額　

加
入
者
が
５
人
ま
で
の
事
業
所

は
掛
金
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
６
人
か
ら
50

人
ま
で
の
事
業
所
は
掛
金
の
20
パ
ー
セ
ン

ト
（
た
だ
し
、
掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円

を
限
度
と
し
計
算
）

受
付　

１
月
13
日
〜
22
日

物
商
工
観
光
課
☎
焚
２
７
４

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
期
間
ま
も
な
く
終
了

期
限　

１
月
29
日
㈮
ま
で

覆
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方（
課
税
者
の
扶
養
親
族
は
除
く
）

※
未
申
請
の
方
に
は
、
平
成
27
年
12
月
15

日
に
申
請
書
を
再
送
付
し
て
い
ま
す
。
必

ず
期
限
内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金
が
支
払
わ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
類
に

不
備
が
あ
る
と
、
給
付
金
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
申
請
が
取
り
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
要
件
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
１
０
（
２
月
１
日

以
降
、
問
い
合
わ
せ
先
☎
焚
２
４
６
）

交
通
災
害
共
済

　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
見
舞
金
助

け
合
い
制
度
で
す
。

腹
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

覆
①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
②

①
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、
修
学
の
た

め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

沸
年
額
一
般
900
円
、
中
学
生
以
下
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）
500
円

仏
２
月
１
日
か
ら
、
郵
便
局
、
市
民
課
ま

た
は
駅
前
出
張
所
へ

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
振
興
に
貢
献
す
る

た
め
に
、
消
防
団
員
の
入
団
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
退
団
者
が
多
い
１
月
か
ら
３
月
ま

で
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て
位
置
づ

け
消
防
団
員
の
入
団
促
進
を
図
り
、
地
域

防
災
力
を
高
め
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

物
消
防
本
部
総
務
課
☎
996･

０
１
１
９

楽
し
く
体
験
!!
ヤ
ッ
キ
ー

ひ
ろ
ば
「
小
物
づ
く
り
」

腹
１
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
小
物
を
入
れ
る
袋
の
作
成

払
20
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
１
０
０
０

第
２
回
い
き
い
き
健
康
ヨ
ー
ガ

教
室

腹
２
月
19
日
〜
３
月
11
日
（
毎
週
金
曜
日

・
全
４
回
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

複
八
幡
公
民
館
第
１
会
議
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師

金か
な

沢ざ
わ

光み
つ

子こ

さ
ん（
ヨ
ー
ガ
療
法
士
）

弗
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
動

き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

払
15
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１
月
19
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995･

６
２
１
６
、 

受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
第
27
回

定
期
演
奏
会

腹
１
月
17
日
㈰　

午
後
２
時
〜
（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
音
楽
の
演
奏

沸
無
料

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
995･

６
２
１
６

案
内
案
内

催
し
催
し

臨 時 休 館

　下水道使用料は、家庭や事業所などから出る汚水をきれいな水にするために下水道
施設の維持管理などに使われています。
　これからも下水道事業を安定的に運営するために、下水道使用料を平成28年7月1日
から表のとおり改定することになりました。下水道使用者の皆さんには、ご負担をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、水道料金については、変更ありません。
※平成28年7月1日以前から継続して使用している方の使用料は、8月検針以降8月分と
して請求するものから改定後の金額となります。
※一般家庭で1カ月あたり20立方メートルの水量を使用した場合、1,663円から1,944円
へ281円の増額となります（金額は消費税8パーセント加算後）。

備考
1　一般汚水とは、大口汚水および公衆浴場汚水以外の汚水をいう。
2　大口汚水とは、公衆浴場汚水以外の汚水であって、その量が10万立方メートル以
上であるものをいう。
3　公衆浴場汚水とは、公衆浴場入浴料金の統制額の指定等に関する省令(昭和32年厚
生省令第38号)第2条の規定に基づき、埼玉県知事が指定する公衆浴場入浴料金の統
制額の適用を受ける公衆浴場から排除される汚水をいう。

物下水道課
☎焚４２２

　第51回八潮市内一周駅伝大会開催
のため、休館します。
腹1月24日㈰
物文化スポーツセンター☎996－512６

●文化スポーツセンター

●エイトアリーナ（鶴ケ曽根体育館）

　天井落下防止工事のため、休館します。
腹3月22日㈫～5月中旬
※利用の再開日については、決まり次第、広報
やしお・市ホームページなどでお知らせします。
物文化スポーツセンター☎996－512６

●市民温水プール（草加市柿木町163-1）

　機械設備点検および修繕のため、休館します。
腹1月30日㈯～2月22日㈪
物市民温水プール☎936－6824

平成28年7月1日から下水道使用料を改定平成28年7月1日から下水道使用料を改定

一般汚水にあたっては、基本料金と超過料金との合計額となります。

■下水道使用料の料金表（ 1カ月あたり、消費税抜き）
種類 汚水排除量 現行金額 改定後金額

一般汚水

基本料金 8㎥以下の分 700円 750円

超過料金
（ 1㎥につき）

8㎥を超え、10㎥以下までの分 45円 55円
10㎥を超え、20㎥以下までの分 75円 94円
20㎥を超え、30㎥以下までの分 80円 96円
30㎥を超え、50㎥以下までの分 85円 99円
50㎥を超え、100㎥以下までの分 90円 106円
100㎥を超え、200㎥以下までの分 95円 112円
200㎥を超え、500㎥以下までの分 120円 141円
500㎥を超え、100,000㎥未満までの分 130円 153円

大口汚水 1㎥につき 101円 102円
公衆浴場汚水 1㎥につき 80円 80円

く
ら
し
の
相
談
（
行
政
相
談
）
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タンゴをかつぐ人

　市では、小・中学校、保育所などの給
食食材や市内で生産された農産物の放射
能濃度測定を行っています。

　測定結果の詳細については、市ホーム
ページをご覧になるか、各担当課へお問
い合わせください。
物学校給食：学務課☎焚３６６
保育所、認定こども園および八潮学園、
八潮保育園：子育て支援課☎焚４８０
私立幼稚園給食：教育総務課☎焚３６１
市内農産物：農政課☎焚２９９
測定方法などについて：環境リサイクル
課☎焚３５２

放射能濃度測定結果を
お知らせします

11月2日～12月24日　結果判明分

➡結果　異常ありません

第
５
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

腹
１
月
27
日
㈬
・
29
日
㈮
、
２
月
３
日
㈬

・
５
日
㈮
・
10
日
㈬
（
全
５
回
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室　

覆
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
方

淵
エ
ク
セ
ル
の
応
用
（
実
技
）
〜
家
計
簿
、

血
圧
・
体
重
測
定
表
づ
く
り
〜

講
師　

瀬せ

田た

寿と
し

男お

さ
ん
、
稲い

な

葉ば

猛た
け
しさ
ん

払
13
人
（
申
込
順
）

沸
108
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

仏
１
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

人
権
講
座
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
人
権
」

腹
２
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室　

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師　

大お
お

熊く
ま

照て
る

夫お

さ
ん
（
東
映
教
育
映
像

部
監
督
）

払
50
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

新
春
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
筝そ

う

・
尺
八
に
よ
る
春
の
調
べ
〜

腹
１
月
28
日
㈭　

午
後
０
時
20
分
〜
１
時

複
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

淵
「
春
の
海
」
ほ
か

出
演　

高た
か

平ひ
ら

美み

智ち

子こ

さ
ん
（
生
涯
学
習
学

校
開
放
講
座
「
筝
曲
講
座
」
講
師
）
ほ
か

沸
無
料

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
５
７

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座

合
同
作
品
展

　

市
内
小
・
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
、
生

涯
学
習
学
校
開
放
講
座
（
全
28
講
座
）
の

学
習
成
果
（
書
道
、
コ
ー
ラ
ス
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
な
ど
）
の
作
品
ま
た
は
写
真
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

腹
１
月
30
日
㈯
〜
２
月
１
日
㈪　

午
前
９

時
〜
午
後
９
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

沸
無
料

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
９
２

紙
す
き
体
験
は
が
き
づ
く
り

腹
１
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

複
資
料
館

覆
小
学
生
以
上

淵
牛
乳
パ
ッ
ク
を
原
材
料
と
し
、
落
ち
葉

や
押
し
花
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き

を
作
成

弗
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
100
円
（
材
料
費
）

仏
１
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
997･

６
６
６
６
）

へ第
35
回
企
画
展
「
肥
や
し
と

ト
イ
レ
〜
暮
ら
し
を
支
え
た

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜
」

　

都
市
近
郊
農
村
と
し
て
発
展
し
て
き
た

市
の
歩
み
を
「
肥
や
し
（
下
肥
）」
と
「
ト

イ
レ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紹
介
し
ま
す
。

※
音
声
ガ
イ
ド
あ
り
（
無
料
）

腹
１
月
30
日
㈯
〜
３
月
13
日
㈰

複
資
料
館
企
画
展
示
室

沸
無
料

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

腹
２
月
６
日
・
20
日
（
各
土
曜
日
）　

午

後
２
時
〜
３
時

※
事
前
申
込
不
要

物
資
料
館
☎
997･
６
６
６
６

八
潮
市
と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

―
八
潮
駅
と
歩
ん
だ
10
年
を
振
り

返
る
―

腹
１
月
30
日
㈯
〜
３
月
13
日
㈰

複
資
料
館
踊
り
場

淵
八
潮
駅
が
開
業
す
る
ま
で
の
経
緯
と
、

開
業
か
ら
の
10
年
に
関
す
る
パ
ネ
ル
解
説

お
よ
び
資
料
の
展
示

沸
無
料

物
資
料
館
☎
997･

６
６
６
６

ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
初
級
な
わ
と
び
教
室

腹
２
月
20
日
・
27
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

２
回
）　

小
学
校
１
・
２
年
生
＝
午
前
９

時
〜
、
小
学
校
３
〜
６
年
生
＝
午
前
10
時

10
分
〜
（
い
ず
れ
も
60
分
間
）

複
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室

淵
基
本
的
な
と
び
方
の
コ
ツ
を
つ
か
む

弗
室
内
用
運
動
靴
、
な
わ
と
び

払
各
20
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

②
女
子
プ
ロ
野
球
選
手
が
教
え
る
！
「
ボ

ー
ル
投
げ
教
室
」

腹
２
月
21
日
㈰　

小
学
校
１
〜
３
年
生
＝

午
前
９
時
〜
、
小
学
校
４
〜
６
年
生
＝
午

前
10
時
10
分
〜
（
い
ず
れ
も
60
分
間
）

複
大
原
公
園
野
球
場
（
雨
天
時
は
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
）

淵
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
コ
ツ
を
つ
か
む

講
師　

埼
玉
ア
ス
ト
ラ
イ
ア
選
手

弗
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
（
雨
天
時
は
室
内
用

運
動
靴
）

払
各
30
人
（
申
込
順
）

沸
500
円
（
保
険
料
込
み
）

③
水
中
運
動
教
室

腹
２
月
24
日
〜
３
月
16
日
（
毎
週
水
曜
日

・
全
４
回
）　

午
前
11
時
〜
正
午

複
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
草
加
市
柿
木
町
163

―
１
）

淵
水
中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を

し
て
、
体
力
向
上
、
健
康
増
進
を
目
指
す

弗
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、
水
着

払
30
人
（
申
込
順
）

沸
２
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

―
①
〜
③
共
通
―

覆
①
②
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
③
市

内
在
住
・
在
勤
の
方

仏
１
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
に
、
参
加
申

込
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
に
参
加
費
を

添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎

996･

５
１
２
６
、
受
付
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
へ

※
①
②
は
、
参
加
状
況
に
よ
り
、
開
始
時

間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
心
が
通
う
！
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
術
」
〜
あ
な
た
の

活
動
に
輝
き
と
信
頼
を
〜

　

市
民
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
り
、
伝
え
方
を
学
び
ま
す
。　

腹
１
月
31
日
〜
２
月
14
日
（
毎
週
日
曜
日

・
全
３
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４

講
師　

平ひ
ら

川か
わ

仁ひ
と

美み

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
話

し
方
Ｈ
Ｒ
研
究
所
講
師
）

沸
無
料

払
20
人
（
申
込
順
）

仏
１
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994･

１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

男
女
共
同
参
画
推
進
活
動

委
託
事
業

●
講
演
会
「
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
防
災
と
は
！
―
地
域
防
災
力
を
左
右
す

る
男
女
共
同
参
画
の
視
点
―
」

　

講
演
後
に
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
す
。

腹
１
月
30
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

浅あ
さ

野の

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
早
稲
田
大
学

招し
ょ
う

聘へ
い

研
究
員
）

払
60
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
窓
口
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
人
権

・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
焚
８
１
１
）
へ

●
八
潮
を
も
っ
と
楽
し
く
！
モ
ノ
づ
く
り

で
つ
な
が
ろ
う
「
は
っ
ぴ
〜
は
ん
ど
」

腹
１
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス　

淵
市
内
で
活
動
す
る
モ
ノ
づ
く
り
作
家
の

作
品
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
入
学
入
園

グ
ッ
ズ
）
の
製
作
体
験
ほ
か

沸
無
料

※
事
前
申
込
不
要

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

普
通
救
命
講
習
会

腹
２
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

複
消
防
署
視
聴
覚
室

覆
中
学
生
以
上

淵
成
人
の
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て

（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、

異
物
除
去
な
ど
）

払
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
１
月
28
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
消
防
署
（
☎
998･

０
１
１
９
）
へ

①八潮市中小企業小口・近代化資金融資利子補給金

　中小企業小口・近代化資金融資を利用している方に対し、毎年支払っ
た利子額の30パーセントを補助します。
　ただし、現在の景気情勢を考慮し平成27年1月から12月までに支払った
利子額については、50パーセントを補助します。補助対象の方には、個
別に申請書類などを郵送しますので、商工観光課に提出してください。
　なお、提出期限までに申請がない場合は補助金の交付ができませんの
で、ご注意ください。
　また、平成23年度中に震災対策緊急特別融資を利用した方は、その支
払利子額の100パーセントを補助します。

②新規創業資金融資利子補給金

　市内において、新たに事業を起こすために借り受けた資金に係る利子
を補助します。
覆▼市内で引き続き6カ月以上住所を有する方▼市税を完納している方▼
平成27年1月から12月までの期間で、借入資金に対する支払いの遅延日数
が120日未満の方
淵埼玉県起業家育成資金、埼玉県女性経営者支援資金、日本政策金融公
庫新規開業資金、日本政策金融公庫女性・若者／シニア起業家資金、日
本政策金融公庫新創業融資制度
利子補給の額　借入資金を受けた日から3年以内に支払った利子額（利子
が1.5パーセントを超える場合は、1.5パーセントの額）

③工場移転資金利子補給金

　土地区画整理地内にある工場や、都市計画道路などの建設に伴い移転
となる工場を有する中小企業者が、工場移転のために借り受けた資金に
係る利子を一部補助します。
覆▼市内で1年以上事業を営んでいる方▼市税を完納している方▼平成27
年1月から12月までの期間で、借入資金に対する支払いの遅延日数が120
日未満の方
淵埼玉県産業立地資金、埼玉県環境みらい資金
利子補給の額　平成27年1月から12月までの期間中に支払われた利子額の
30パーセント以内

―①～③共通―
仏1月22日（必着）までに、窓口または郵送で商工観光課（☎焚２０２）へ

市内中小企業者の方へ

利子補給金申請のお知らせ利子補給金申請のお知らせ
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